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示

○
土
壌
汚
染
対
策
法
に
基
づ
く
要
措
置
区
域
の
指
定	

七
六
七

○
土
壌
汚
染
対
策
法
に
基
づ
く
形
質
変
更
時
要
届
出
区
域
の
指
定	

七
六
七

○
特
定
工
場
等
に
お
い
て
発
生
す
る
騒
音
及
び
特
定
建
設
作
業
に
伴
つ
て
発
生
す
る
騒
音

	

七
六
七

　

に
つ
い
て
規
制
す
る
地
域
の
指
定
並
び
に
特
定
工
場
等
に
お
い
て
発
生
す
る
騒
音
の
規

　

制
基
準
の
一
部
改
正

○
振
動
を
防
止
す
る
こ
と
に
よ
り
住
民
の
生
活
環
境
を
保
全
す
る
必
要
が
あ
る
地
域
の
指	

七
六
八

　

定
及
び
特
定
工
場
等
に
お
い
て
発
生
す
る
振
動
の
規
制
基
準
の
一
部
改
正

○
道
路
区
域
変
更	

七
六
八

○
道
路
の
供
用
開
始
（
二
件
）	

七
六
八

○
建
築
基
準
法
に
基
づ
く
道
路
位
置
指
定	

七
六
八

　
　
　
　

公　
　
　

告

○
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
設
立
の
認
証
申
請	

七
六
九

○
家
畜
体
内
受
精
卵
移
植
に
関
す
る
講
習
会
の
開
催	

七
六
九

○
換
地
処
分
の
実
施	

七
六
九

　
　
　
　

公
安
委
員
会

○
技
能
検
定
員
等
審
査
の
実
施	
七
六
九

　
　
　
　
　
　

告　
　
　

示

山
梨
県
告
示
第
三
百
七
十
八
号

　

土
壌
汚
染
対
策
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
土
地
が
特

定
有
害
物
質
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
て
お
り
、
当
該
汚
染
に
よ
る
人
の
健
康
に
係
る
被
害
を
防
止
す
る
た

め
汚
染
の
除
去
等
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
必
要
な
区
域
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
。
そ
の
関
係
図
面

は
、
山
梨
県
森
林
環
境
部
大
気
水
質
保
全
課
及
び
山
梨
県
中
北
林
務
環
境
事
務
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧

に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
十
二
月
十
四
日

	

山
梨
県
知
事	

後　
　

藤　
　
　
　
　

一	　

指
定
す
る
区
域　

甲
斐
市
中
下
条
字
東
河
原
二
千
四
十
一
番
一
及
び
二
千
四
十
一
番
四
の
各
一
部

二	　

土
壌
汚
染
対
策
法
施
行
規
則
（
平
成
十
四
年
環
境
省
令
第
二
十
九
号
）
第
三
十
一
条
第
一
項
の
基

準
に
適
合
し
て
い
な
い
特
定
有
害
物
質
の
種
類　

ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン

三　

指
定
す
る
区
域
に
お
い
て
講
ず
べ
き
指
示
措
置　

地
下
水
の
水
質
の
測
定

山
梨
県
告
示
第
三
百
七
十
九
号

　

土
壌
汚
染
対
策
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
土
地
が

特
定
有
害
物
質
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
て
お
り
、
当
該
土
地
の
形
質
を
変
更
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
の
届

出
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
区
域
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
森
林
環
境

部
大
気
水
質
保
全
課
及
び
山
梨
県
中
北
林
務
環
境
事
務
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
十
二
月
十
四
日

	

山
梨
県
知
事	

後　
　

藤　
　
　
　
　

一	　

指
定
す
る
区
域　

甲
斐
市
中
下
条
字
東
河
原
二
千
四
十
一
番
一
の
一
部

二	　

土
壌
汚
染
対
策
法
施
行
規
則
（
平
成
十
四
年
環
境
省
令
第
二
十
九
号
）
第
三
十
一
条
第
二
項
の
基

準
に
適
合
し
て
い
な
い
特
定
有
害
物
質
の
種
類　

鉛
及
び
そ
の
化
合
物

山
梨
県
告
示
第
三
百
八
十
号

　

特
定
工
場
等
に
お
い
て
発
生
す
る
騒
音
及
び
特
定
建
設
作
業
に
伴
つ
て
発
生
す
る
騒
音
に
つ
い
て
規

制
す
る
地
域
の
指
定
並
び
に
特
定
工
場
等
に
お
い
て
発
生
す
る
騒
音
の
規
制
基
準
（
昭
和
五
十
二
年
山

梨
県
告
示
第
六
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
十
二
月
十
四
日

	

山
梨
県
知
事	

後　
　

藤　
　
　
　
　

　

別
添
図
面
中
富
士
川
町
に
係
る
部
分
を
次
の
図
の
よ
う
に
改
め
る
。

　
（「
次
の
図
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
は
山
梨
県
森
林
環
境
部
大
気
水
質
保
全
課
及
び
峡
南
林
務
環
境

事
務
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

（
経
過
措
置
）

　

こ
の
告
示
の
施
行
の
際
限
に
設
置
さ
れ
て
い
る
特
定
工
場
等
（
設
置
の
工
事
を
し
て
い
る
も
の
を
含

む
。）
で
あ
っ
て
、
こ
の
告
示
に
よ
る
改
正
後
の
特
定
工
場
等
に
お
い
て
発
生
す
る
騒
音
及
び
特
定
建

設
作
業
に
伴
つ
て
発
生
す
る
騒
音
に
つ
い
て
規
制
す
る
地
域
の
指
定
並
び
に
特
定
工
場
等
に
お
い
て
発

生
す
る
騒
音
の
規
制
基
準
の
規
定
に
よ
る
規
制
基
準
値
が
、
こ
の
告
示
に
よ
る
改
正
前
の
特
定
工
場
等

に
お
い
て
発
生
す
る
騒
音
及
び
特
定
建
設
作
業
に
伴
つ
て
発
生
す
る
騒
音
に
つ
い
て
規
制
す
る
地
域
の

指
定
並
び
に
特
定
工
場
等
に
お
い
て
発
生
す
る
騒
音
の
規
制
基
準
の
規
定
に
よ
る
規
制
基
準
値
未
満
と

な
る
も
の
に
係
る
規
制
基
準
に
つ
い
て
は
、
こ
の
告
示
の
施
行
の
日
か
ら
一
年
間
は
、
な
お
従
前
の
例

に
よ
る
。


